
私が「豊 太郎の母 はなぜ死 んだのか 」という テーマを 選んだ理 由は、文 章中で明 らか に な

っていな い母の死 因を調べ ることで 、豊太郎 の心情の 変化など をより深 く理解し 、こ の 物

語の内容 もより深 く理解す ることが できるの ではない かと思っ たからで ある。  

また私は 結論とし て、豊太 郎の母は 豊太郎に 期待を裏 切られた ことから くる失望 感に よ っ

て自殺し たのであ るという ことを述 べようと 思う。  

まず、こ の物語の 時代背景 から説明 しようと 思う。明 治時代は 社会が大 きく変化 した 時 代

であり、 新しい社 会秩序の 中で没落 していく 士族が後 を断たな かった。 さらに、 勤勉 、 忍

耐、新時 代の知識 学問など の修養に よって身 を立てる 「立身出 世」は、 人間とし て価 値 の

ある行為 だとみな され、没 落してい く士族に とっては 大きな夢 だった。 また、家 長父 制 が

浸透しつ つある社 会でもあ ったので 、母子家 庭の家な どは肩身 の狭い思 いをして いた 時 代

でもあっ た。  

次に、豊 太郎に対 する母の 期待につ いて説明 しようと 思う。豊 太郎は一 人っ子で ある が 故

に、母の 期待を全 て背負わ されてい た。さら に「余は 幼きころ より厳し き庭の訓 えを 受 け

し」とい う記述や 「人の神 童なりと 褒むる」 という記 述からも わかるよ うに、母 の期 待 は

とても大 きいもの だったこ とがわか る。また 母の豊太 郎に対す る期待の 具体的な 内容 は 、

先程説明 した時代 背景や、 「我が名 を成さん も、我が 家を興さ んも、今 ぞと思ふ 心の 勇 み

立ちて」 という記 述からも わかるよ うに「立 身出世」 「家名再 興」であ る。  

次に、豊 太郎の母 の自殺す るまでの 心情の変 化につい て説明し ようと思 う。まず 、豊 太 郎

のドイツ 留学が決 まったと き、母は とても嬉 しかった と思う。 なぜなら 、ドイツ 留学 と い

うのは日 本からは 数える程 の人間し か行くこ とができ ず、とて も名誉あ ることだ から で あ

る。さら に、ドイ ツ留学は 「立身出 世」「家 名再興」 などとい う目標を 達成する 大き な チ

ャンスだ からであ る。しか し、母は 豊太郎が 女に気を 散らして いること を知って しま う 。

このこと は「余と 少女との 交はりや うやくし げくなり もてゆき て、同郷 人にさへ 知ら れ ぬ

れば、彼 らは速了 にも、余 をもつて 色を舞姫 の群れに 漁するも のとした り」とい う記 述 か

らわかる 。そこで 、豊太郎 の母が味 わった失 望感はと いうもの は、今ま で豊太郎 の優 秀 さ

に頼って 母子家庭 というハ ンデを乗 り越えて きたこと や、豊太 郎に全て の期待を 寄せ て い

たこと、 豊太郎に 対する期 待はとて も大きな ものだっ たという ことなど から、尋 常で は な

いものだ ったとい うことが わかる。 そしてそ の失望感 が原因で 母は自殺 したのだ と思 う 。

また、母 の手紙は その失望 感を伝え るものだ ったのだ と私は考 える。  

ここで私 は、豊太 郎は母の 手紙を読 んでから も「我が 学問は荒 みぬ」と あるよう に、 依 然

として「 立身出世 」という 目標に対 する意識 が低くな っている ことから 、母の手 紙は 母 の

失望感を 伝えるも のではな いのでは ないかと も考えた が、「我 が母は余 を生きた る辞 書 と

なさんと し」とい う記述や 「早く父 を失ひて 母の手に 育てられ しにより てや生じ けん 」 と

いう記述 からもわ かるよう に、豊太 郎の中に は母親に 対する反 抗心が芽 生えてお り、 そ の

反抗心の せいで母 の手紙を 読んでも 自分の意 志を改め なかった のだと私 は考えた 。以 上 の



ことより 豊太郎の 母は豊太 郎に期待 を裏切ら れたこと からくる 失望感に よって自 殺し た の

だと私は 考える。  

 

よくわか らなかっ たこと  

親族の手 紙の内容  

 

参考にし たもの  

教科書  

国語便覧  


